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に
よ
っ
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建
さ
れ
ま

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
明
治

し
た
。
現
在
、
明
治
7

（
１
８
７
４
）
年
以
来
、

（
１
８
７
４
）
年
以
来
、

150150
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ぶ
り
に
大
規
模
な

年
ぶ
り
に
大
規
模
な

修
復
が
行
わ
れ
て
い
ま

修
復
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
修
復
前
の
上
宮
は

す
。
修
復
前
の
上
宮
は

英
彦
山
山
頂
と
い
う
厳

英
彦
山
山
頂
と
い
う
厳

し
い
自
然
環
境
の
中
、

し
い
自
然
環
境
の
中
、

長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ

長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
か
な
り
傷
ん
で
お
り

れ
か
な
り
傷
ん
で
お
り

さ
ら
に
、
平
成

さ
ら
に
、
平
成
3
年
の
年
の

台
風
台
風
1919
号
に
よ
り
周
辺

号
に
よ
り
周
辺

の
防
風
林
が
倒
さ
れ
、

の
防
風
林
が
倒
さ
れ
、

強
風
に
直
接
さ
ら
さ
れ

強
風
に
直
接
さ
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
激
し

る
よ
う
に
な
り
、
激
し

さ
を
増
す
近
年
の
豪
雨

さ
を
増
す
近
年
の
豪
雨

も
相
ま
っ
て
屋
根
や
壁

も
相
ま
っ
て
屋
根
や
壁

の
破
損
部
分
が
拡
大
し

の
破
損
部
分
が
拡
大
し

ま
し
た
。
屋
根
や
壁
に
穴
が
開

ま
し
た
。
屋
根
や
壁
に
穴
が
開

く
と
、
そ
こ
か
ら
風
が
入
り
お

く
と
、
そ
こ
か
ら
風
が
入
り
お

社
の
傷
み
は
進
行
し
ま
す
。
英

社
の
傷
み
は
進
行
し
ま
す
。
英

彦
山
神
宮
、

彦
山
神
宮
、
髙た

か
ち
ほ
ひ
で
と
し

た
か
ち
ほ
ひ
で
と
し

千
穂
秀
敏

千
穂
秀
敏
宮
司
宮
司

は
、「
屋
根
は
風
で
吹
き
飛
び
、

は
、「
屋
根
は
風
で
吹
き
飛
び
、

柱
は
霧
に
よ
っ
て
腐
り
、
床
は

柱
は
霧
に
よ
っ
て
腐
り
、
床
は

雨
漏
り
で
抜
け
落
ち
、
い
つ
倒

雨
漏
り
で
抜
け
落
ち
、
い
つ
倒

壊
し
て
も
お
か
し
く
な
い
非
常

壊
し
て
も
お
か
し
く
な
い
非
常

に
危
険
な
御
姿
だ
っ
た
」
と
話

に
危
険
な
御
姿
だ
っ
た
」
と
話

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

修
復
に
か
か
る
総
事
業
費
は

　

修
復
に
か
か
る
総
事
業
費
は

令和７年11月完成予定
英彦山神宮上宮修復工事事

英彦山の厳しい環境と生きる

200年後も残る上宮に

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
明
治
7

（
１
８
７
４
）
年
以
来
、

150
年
ぶ
り
に
大
規
模
な

修
復
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
修
復
前
の
上
宮
は

英
彦
山
山
頂
と
い
う
厳

し
い
自
然
環
境
の
中
、

長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
か
な
り
傷
ん
で
お
り

さ
ら
に
、
平
成
3
年
の

台
風
19
号
に
よ
り
周
辺

の
防
風
林
が
倒
さ
れ
、

強
風
に
直
接
さ
ら
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
激
し

さ
を
増
す
近
年
の
豪
雨

も
相
ま
っ
て
屋
根
や
壁

の
破
損
部
分
が
拡
大
し

ま
し
た
。
屋
根
や
壁
に
穴
が
開

く
と
、
そ
こ
か
ら
風
が
入
り
お

社
の
傷
み
は
進
行
し
ま
す
。
英

彦
山
神
宮
、
髙た

か
ち
ほ
ひ
で
と
し

千
穂
秀
敏
宮
司

は
、「
屋
根
は
風
で
吹
き
飛
び
、

柱
は
霧
に
よ
っ
て
腐
り
、
床
は

雨
漏
り
で
抜
け
落
ち
、
い
つ
倒

壊
し
て
も
お
か
し
く
な
い
非
常

に
危
険
な
御
姿
だ
っ
た
」
と
話

し
ま
す
。

　

修
復
に
か
か
る
総
事
業
費
は

困
難
を
極
め
る

４
年
が
か
り
の
大
工
事

す
る
た
め
、
北
岳
・
中
岳
・
南

す
る
た
め
、
北
岳
・
中
岳
・
南

岳
の
山
頂
付
近
の
縦
走
ル
ー
ト

岳
の
山
頂
付
近
の
縦
走
ル
ー
ト

な
ど
の
通
行
止
め
を
行
わ
ざ
る

な
ど
の
通
行
止
め
を
行
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

山
頂
ま
で
片
道

　

山
頂
ま
で
片
道
1
時
間
か
か

時
間
か
か

る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
運
べ
る
資
材

る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
運
べ
る
資
材

は
1
回
に
回
に
900900
㎏
。
工
事
に
携
わ

㎏
。
工
事
に
携
わ

る
職
人
の
移
動
も
含
め
る
と
、

る
職
人
の
移
動
も
含
め
る
と
、

1
日
3
往
復
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、

往
復
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、

モ
ノ
レ
ー
ル
で
運
べ
な
い

モ
ノ
レ
ー
ル
で
運
べ
な
い
6
ｍ

を
超
え
る
大
型
資
材
は
ヘ
リ
コ

を
超
え
る
大
型
資
材
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
山
頂
ま
で
運
ぶ
こ
と

プ
タ
ー
で
山
頂
ま
で
運
ぶ
こ
と

も
決
ま
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設

も
決
ま
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設

左は修復工事前の英彦山神宮上宮（左が拝殿、右が宝殿）。
拝殿は特に傷みが進み、いつ倒壊してもおかしくない状態
だった。（令和２年８月撮影）

雨
、
雪
、
強
風

過
酷
な
環
境
下
で
の
大
工
事

　

1010
月
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日
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足
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が
取
り
外

日
、
足
場
が
取
り
外
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れ
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直
前
の
宝
殿
の
工
事
進
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れ
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直
前
の
宝
殿
の
工
事
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状
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認
し
た
髙
千
穂
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捗
状
況
を
確
認
し
た
髙
千
穂
宮

司
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屋
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外
観
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き
れ

司
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屋
根
な
ど
外
観
は
き
れ

い
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
特
に

い
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
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軒
下
の
彫
刻
の
出
来
は
す
ば
ら

軒
下
の
彫
刻
の
出
来
は
す
ば
ら

し
く
、
復
原
で
き
て
い
る
」
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し
く
、
復
原
で
き
て
い
る
」
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老
朽
化
か
ら
朽
ち
落
ち
た
飾
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老
朽
化
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朽
ち
落
ち
た
飾
り

彫
刻
の
修
復
の
出
来
に
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み
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彫
刻
の
修
復
の
出
来
に
笑
み
を

浮
か
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て
い
ま
し
た
。

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
拝
殿
の
修
復
工
事
が

　

今
後
は
拝
殿
の
修
復
工
事
が

本
格
化
す
る
上
宮
工
事
。「
ま
だ

本
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化
す
る
上
宮
工
事
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ま
だ

あ
と
あ
と
1
年

以
上
、
工

以
上
、
工

事
は
か
か

事
は
か
か

り
ま
す
。

り
ま
す
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近
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豪

近
年
の
豪
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に
耐
え
、

雨
に
耐
え
、

か
つ
完
成

か
つ
完
成

当
時
の
荘

当
時
の
荘

す
る
た
め
、
北
岳
・
中
岳
・
南

岳
の
山
頂
付
近
の
縦
走
ル
ー
ト

な
ど
の
通
行
止
め
を
行
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

山
頂
ま
で
片
道
1
時
間
か
か

る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
運
べ
る
資
材

は
1
回
に
900
㎏
。
工
事
に
携
わ

る
職
人
の
移
動
も
含
め
る
と
、

1
日
3
往
復
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、

モ
ノ
レ
ー
ル
で
運
べ
な
い
6
ｍ

を
超
え
る
大
型
資
材
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
山
頂
ま
で
運
ぶ
こ
と

も
決
ま
り
、
モ
ノ
レ
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ル
の
設

　

日
本
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修
験
道
場
の
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徴

　

日
本
三
大
修
験
道
場
の
象
徴

と
し
て
英
彦
山
中
岳
山
頂
に
そ

と
し
て
英
彦
山
中
岳
山
頂
に
そ

び
え
る
天
空
の
正
殿
、
英
彦
山

び
え
る
天
空
の
正
殿
、
英
彦
山

神
宮
上
宮
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宝
殿
」
と
「
拝
殿
」

神
宮
上
宮
。「
宝
殿
」
と
「
拝
殿
」

か
ら
な
る
上
宮
は
、
皆
さ
ん
に

か
ら
な
る
上
宮
は
、
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
客
や

親
し
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
客
や

登
山
客
を
迎
え
入
れ
て
き
ま
し

登
山
客
を
迎
え
入
れ
て
き
ま
し

た
。
た
。
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彦
山
神
宮
御
本
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で
あ
る

　

英
彦
山
神
宮
御
本
社
で
あ
る

上
宮
。
現
在
の
社
殿
は
、
江
戸

上
宮
。
現
在
の
社
殿
は
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江
戸

時
代
の
天
保

時
代
の
天
保
6
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１
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３
５
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１
８
３
５
）

年
に
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
を

年
に
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
を

受
け
、
天
保

受
け
、
天
保
1313
（
１
８
４
２
）

（
１
８
４
２
）

年
に
、
佐
賀
藩
主
の

年
に
、
佐
賀
藩
主
の
鍋な

べ
し
ま
な
り
ま
さ

な
べ
し
ま
な
り
ま
さ

島
斉
正

島
斉
正

10
月
17
日
、
足
場
が
取
り
外

さ
れ
る
直
前
の
宝
殿
の
工
事
進

捗
状
況
を
確
認
し
た
髙
千
穂
宮

司
は
「
屋
根
な
ど
外
観
は
き
れ

い
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
特
に

軒
下
の
彫
刻
の
出
来
は
す
ば
ら

し
く
、
復
原
で
き
て
い
る
」
と

老
朽
化
か
ら
朽
ち
落
ち
た
飾
り

彫
刻
の
修
復
の
出
来
に
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
拝
殿
の
修
復
工
事
が

本
格
化
す
る
上
宮
工
事
。「
ま
だ

あ
と
1
年

以
上
、
工

事
は
か
か

り
ま
す
。

近
年
の
豪

雨
に
耐
え
、

か
つ
完
成

当
時
の
荘

約
６
億
８
千
万
円
。「
先
人
た
ち

約
６
億
８
千
万
円
。「
先
人
た
ち

が
守
っ
て
き
た
軌
跡
を
こ
こ
で

が
守
っ
て
き
た
軌
跡
を
こ
こ
で

絶
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

絶
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

髙
千
穂
宮
司
は
資
金
に
目
途
が

髙
千
穂
宮
司
は
資
金
に
目
途
が

つ
く
前
か
ら
工
事
の
着
工
を
決

つ
く
前
か
ら
工
事
の
着
工
を
決

意
し
ま
す
。

意
し
ま
す
。

　

神
宮
に
対
す
る
寄
付
や
行
政

　

神
宮
に
対
す
る
寄
付
や
行
政

の
支
援
な
ど
が
あ
り
、
国
が
約

の
支
援
な
ど
が
あ
り
、
国
が
約

4
億
5
千
万
円
、
県
が
約

千
万
円
、
県
が
約
7
千

万
円
、
町
と
英
彦
山
神
宮
が
そ

万
円
、
町
と
英
彦
山
神
宮
が
そ

れ
ぞ
れ
約

れ
ぞ
れ
約
8
千
万
円
を
負
担
し

千
万
円
を
負
担
し

て
、
令
和

て
、
令
和
4
年
9
月
か
ら

月
か
ら
4
年

間
に
わ
た
る
修
復
工
事
が
始
ま

間
に
わ
た
る
修
復
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

修
復
工
事
が
行
わ
れ
る
英
彦

　

修
復
工
事
が
行
わ
れ
る
英
彦

山
神
宮
上
宮
は
、
登
山
を
楽
し

山
神
宮
上
宮
は
、
登
山
を
楽
し

む
多
く
の
人
が
訪
れ
る
、
標
高

む
多
く
の
人
が
訪
れ
る
、
標
高

１
１
８
８

１
１
８
８
m
に
位
置
す
る
た
め
、

に
位
置
す
る
た
め
、

工
事
に
先
立
ち
、
一
番
の
課
題

工
事
に
先
立
ち
、
一
番
の
課
題

と
な
っ
た
の
が
資
材
の
運
搬
方

と
な
っ
た
の
が
資
材
の
運
搬
方

法
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

法
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

通
れ
る
道
も
な
い
山
頂
の
た
め
、

通
れ
る
道
も
な
い
山
頂
の
た
め
、

英
彦
山
野
営
場
か
ら
始
ま
る
北

英
彦
山
野
営
場
か
ら
始
ま
る
北

西
尾
根
ル
ー
ト
に
人
や
資
材
を

西
尾
根
ル
ー
ト
に
人
や
資
材
を

運
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
を

運
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
を
2
キ
ロ
に

キ
ロ
に

わ
た
り
設
置
。「
上
宮
参
拝
者
や

わ
た
り
設
置
。「
上
宮
参
拝
者
や

登
山
者
に
は
非
常
に
申
し
訳
な

登
山
者
に
は
非
常
に
申
し
訳
な

い
」
と
感
じ
な
が
ら
も
髙
千
穂

い
」
と
感
じ
な
が
ら
も
髙
千
穂

宮
司
は
登
山
者
の
安
全
を
確
保

宮
司
は
登
山
者
の
安
全
を
確
保

厳
な
上
宮
の
御
姿
が
皆
様
に
お

厳
な
上
宮
の
御
姿
が
皆
様
に
お

披
露
目
で
き
る
よ
う
、
全
力
を

披
露
目
で
き
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
髙
千
穂
宮
司

尽
く
し
ま
す
」
と
髙
千
穂
宮
司

は
本
格
的
な
工
事
に
入
る
拝
殿

は
本
格
的
な
工
事
に
入
る
拝
殿

を
前
に
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま

を
前
に
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

し
た
。

置
が
完
了
し
、
職
人
と
資
機
材

置
が
完
了
し
、
職
人
と
資
機
材

の
準
備
が
そ
ろ
っ
た
の
は
令
和

の
準
備
が
そ
ろ
っ
た
の
は
令
和

5
年
３
月
で
し
た
。

年
３
月
で
し
た
。

　

し
か
し
本
格
的
な
工
事
着
工

　

し
か
し
本
格
的
な
工
事
着
工

後
、
山
頂
と
い
う
難
所
で
は
、

後
、
山
頂
と
い
う
難
所
で
は
、

雪
な
ど
に
よ
る
冬
季
期
間
の
工

雪
な
ど
に
よ
る
冬
季
期
間
の
工

事
中
断
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

事
中
断
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

が
修
復
工
事
の
妨
げ
に
。
さ
ら

が
修
復
工
事
の
妨
げ
に
。
さ
ら

に
国
の
史
跡
指
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史
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工
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礎
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礎
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た
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た
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し
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復
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復
作
業
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極
め

ま
す
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す
。

　

山
の
天
気
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変
わ
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す
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や
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ま
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晴
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上
宮
の
あ
る
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頂
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近
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で
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界
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ゼ

頂
付
近
は
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や
霧
で
視
界
が
ゼ
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に
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る
こ
と
も
。
そ
の
よ
う
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に
な
る
こ
と
も
。
そ
の
よ
う

な
悪
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
修

な
悪
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
修

復
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
宝

復
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
宝

殿
の
基
礎
、
屋
根
、
木
工
事
が

殿
の
基
礎
、
屋
根
、
木
工
事
が

ほ
ぼ
完
了
し
、
内
部
の
建
具
工

ほ
ぼ
完
了
し
、
内
部
の
建
具
工

事
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残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま

事
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
傷
み
の
激
し
か
っ
た
拝
殿

す
。
傷
み
の
激
し
か
っ
た
拝
殿

は
腐
食
部
分
の
解
体
工
事
が
ほ

は
腐
食
部
分
の
解
体
工
事
が
ほ

ぼ
完
了
し
、
基
礎
工
事
や
木
工

ぼ
完
了
し
、
基
礎
工
事
や
木
工

事
、
屋
根
工
事
に
取
り
掛
か
っ

事
、
屋
根
工
事
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

宝殿軒下の復原された彫刻

建具工事が進んでいる宝殿内部。今年度中の完成を見込みます

宝殿の工事進捗を確認する髙千穂宮司㊨ 山中に設置されたモノレール

　

日
本
三
大
修
験
道
場
の
象
徴

と
し
て
英
彦
山
中
岳
山
頂
に
そ

び
え
る
天
空
の
正
殿
、
英
彦
山

神
宮
上
宮
。「
宝
殿
」
と
「
拝
殿
」

か
ら
な
る
上
宮
は
、
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
客
や

登
山
客
を
迎
え
入
れ
て
き
ま
し

た
。

　

英
彦
山
神
宮
御
本
社
で
あ
る

上
宮
。
現
在
の
社
殿
は
、
江
戸

時
代
の
天
保
6
（
１
８
３
５
）

年
に
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
を

受
け
、
天
保
13
（
１
８
４
２
）

年
に
、
佐
賀
藩
主
の
鍋な

べ
し
ま
な
り
ま
さ

島
斉
正

約
６
億
８
千
万
円
。「
先
人
た
ち

が
守
っ
て
き
た
軌
跡
を
こ
こ
で

絶
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

髙
千
穂
宮
司
は
資
金
に
目
途
が

つ
く
前
か
ら
工
事
の
着
工
を
決

意
し
ま
す
。

　

神
宮
に
対
す
る
寄
付
や
行
政

の
支
援
な
ど
が
あ
り
、
国
が
約

4
億
5
千
万
円
、
県
が
約
7
千

万
円
、
町
と
英
彦
山
神
宮
が
そ

れ
ぞ
れ
約
8
千
万
円
を
負
担
し

て
、
令
和
4
年
9
月
か
ら
4
年

間
に
わ
た
る
修
復
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

修
復
工
事
が
行
わ
れ
る
英
彦

山
神
宮
上
宮
は
、
登
山
を
楽
し

む
多
く
の
人
が
訪
れ
る
、
標
高

１
１
８
８
m
に
位
置
す
る
た
め
、

工
事
に
先
立
ち
、
一
番
の
課
題

と
な
っ
た
の
が
資
材
の
運
搬
方

法
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

通
れ
る
道
も
な
い
山
頂
の
た
め
、

英
彦
山
野
営
場
か
ら
始
ま
る
北

西
尾
根
ル
ー
ト
に
人
や
資
材
を

運
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
を
2
キ
ロ
に

わ
た
り
設
置
。「
上
宮
参
拝
者
や

登
山
者
に
は
非
常
に
申
し
訳
な

い
」
と
感
じ
な
が
ら
も
髙
千
穂

宮
司
は
登
山
者
の
安
全
を
確
保

置
が
完
了
し
、
職
人
と
資
機
材

の
準
備
が
そ
ろ
っ
た
の
は
令
和

5
年
３
月
で
し
た
。

　

し
か
し
本
格
的
な
工
事
着
工

後
、
山
頂
と
い
う
難
所
で
は
、

雪
な
ど
に
よ
る
冬
季
期
間
の
工

事
中
断
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

が
修
復
工
事
の
妨
げ
に
。
さ
ら

に
国
の
史
跡
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受
け
て
い
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で
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盤
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査
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行
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重
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け
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ら
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基
礎

部
分
は
沈
下
し
た
り
動
い
た
り
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図
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
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修
復
作
業
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困
難
を
極
め

ま
す
。

　

山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
英
彦
山
山

頂
は
特
に
目
ま
ぐ
る
し
く
気
象

状
況
が
変
化
し
ま
す
。
英
彦
山

中
腹
の
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
付

近
は
快
晴
で
も
上
宮
の
あ
る
山

頂
付
近
は
雨
や
霧
で
視
界
が
ゼ

ロ
に
な
る
こ
と
も
。
そ
の
よ
う

な
悪
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
修

復
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
宝

殿
の
基
礎
、
屋
根
、
木
工
事
が

ほ
ぼ
完
了
し
、
内
部
の
建
具
工

事
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
傷
み
の
激
し
か
っ
た
拝
殿

は
腐
食
部
分
の
解
体
工
事
が
ほ

ぼ
完
了
し
、
基
礎
工
事
や
木
工

事
、
屋
根
工
事
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

厳
な
上
宮
の
御
姿
が
皆
様
に
お

披
露
目
で
き
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
髙
千
穂
宮
司

は
本
格
的
な
工
事
に
入
る
拝
殿

を
前
に
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

苦
渋
の
決
断

登
山
道
を
通
行
止
め
に
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道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
開
館
25

周
年
と
日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ

こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
開
業
１
周
年
を
記
念
し

て
、
会
場
を
例
年
の
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
駐

車
場
か
ら
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駐

車
場
に
移
し
、
10
月
26
日
、
27
日
の
２

日
間
、
そ
え
だ
ふ
る
里
ま
つ
り
が
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
寺
西
町
長
や
畠

田
町
議
会
議
長
な
ど
に
よ
る
恒
例
の
も

ち
ま
き
や
、
真
木
保
育
園
児
に
よ
る
力

強
い
鼓
笛
演
奏
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
か
わ

い
い
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
ス
テ
ー
ジ
で
は
み
ど
り
保

育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
く
る
み

保
育
園
児
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
、
添
田
太

極
拳
ク
ラ
ブ
の
太
極
拳
・
太
極
扇
、
フ

ラ
・
マ
カ
ナ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
優
雅
な

フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
26
日
の
最
後
に
は
構
想
１

年
、
宗
像
市
に
あ
る
日
の
里
団
地
の
一

室
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
醸
造
・
販
売

し
て
い
る
ひ
の
さ
と
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ー
ル
「
添
田

ラ
イ
ス
ラ
ガ
ー
」
の
完
成
お
披
露
目
式

が
生

し
ょ
う
じ
ま
り
ょ
う
す
け

嶋
亮
介
福
岡
県
副
知
事
を
招
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
添
田
ラ
イ
ス
ラ
ガ
ー
」
は
、
彦
山

川
水
域
地
下
60
メ
ー
ト
ル
か
ら
汲
み
上

げ
る
清
ら
か
で
美
味
し
い「
山
霊
の
水
」

と
、
そ
の
水
で
健
や
か
に
育
っ
た
新
米

道の駅歓遊舎ひこさん開館25周年
日田彦山線ＢＲＴひこぼしライン開業１周年記念

ふる里まつり・そえだ花火大会
「
ゆ
め
つ
く
し
」
を
主
役
に
し
た
、
飲

み
口
は
キ
レ
が
あ
り
さ
っ
ぱ
り
、
お
米

の
や
さ
し
い
甘
味
も
感
じ
る
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
ビ
ー
ル
で
す
。

　

お
披
露
目
式
で
添
田
ラ
イ
ス
ラ
ガ
ー

を
試
飲
し
た
生
嶋
副
知
事
は
「
お
米
の

甘
み
を
感
じ
ま
す
が
、
す
っ
き
り
し
て

美
味
し
い
」
と
大
絶
賛
で
し
た
。
会
場

で
は
、
お
馴
染
み
の
シ
シ
汁
や
ヤ
マ
メ

の
塩
焼
き
、
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど

地
域
の
美
味
し
い
食
べ
物
の
ほ
か
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
開
業
１
周
年
を
記
念
し
て
東
峰
村

か
ら
お
酒
の
販
売
、
日
田
市
か
ら
地
酒

や
シ
シ
肉
を
使
っ
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ
サ
ン
ド
な

ど
の
販
売
も
。
ま
た
、
道
の
駅
歓
遊
舎

ひ
こ
さ
ん
ロ
ビ
ー
で
は
姉
妹
町
の
北
海

道
美
深
町
産
じ
ゃ
が
い
も
と
か
ぼ
ち
ゃ

を
販
売
。
皆
さ
ん
、
店
内
の
採
れ
た
て

野
菜
な
ど
と
一
緒
に
購
入
し
て
い
ま
し

た
。

　

夜
に
は
８
月
に
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
た
そ
え
だ
花
火
大

会
を
時
期
と
会
場
を
移
し
て
開
催
。
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
音
楽
と
花
火
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
詰
め
か
け
た

多
く
の
観
客
は
夜
空
を
彩
っ
た
３
千
発

の
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

翌
27
日
も
美
味
し
い
・
楽
し
い
を
求

め
る
人
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り

上
が
っ
た
ふ
る
里
ま
つ
り
。
子
ど
も
も

大
人
も
み
ん
な
が
楽
し
め
た
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

町
の
北
海

か
ぼ
ち
ゃ

採
れ
た
て

て
い
ま
し

ポ
ー
ツ
ラ

だ
花
火
大

開
催
。
ク

火
の
コ
ラ

め
か
け
た

た
３
千
発

た
。

し
い
を
求

ト
で
盛
り

子
ど
も
も

２
日
間
と

　添田町の地下60mから汲み上げた「山霊の水」と、今年９月
に町内で収穫した「ゆめつくし」、宗像産の麦芽を使用。11月２
日から道の駅歓遊舎ひこさんなどで限定販売しています。 
◉価格：750 円（税込）   
◉醸造所：ひのさとブリュワリー
　　　　　（宗像市）
◉販売開始日：11月２日㈯～
◉販売場所：道の駅歓遊舎ひこさん
　　　　　　道の駅むなかた
　　　　　　ひのさとブリュワリー　

添田ライスラガー
【添田産米×宗像産麦芽】 

とブリ

５　広報そえだ（令和 6年 11月号）

問 役場商工観光振興課商工観光振興係（☎82-1236）

「添田ライスラガー」を楽しむ
生嶋副知事㊧と寺西町長㊨



町では、福岡県や県内市町村と連携し、11・12月を「県下一斉徴収強化月間」
とし、広報による納税推進、滞納者に対する催告、差し押さえやタイヤロッ

クなどの滞納処分を強化し、徴収対策に取り組みます。徴収強化の対象は、町が
賦課・徴収するすべての税・保険料・使用料・貸付金です。
　税金は、「医療」「福祉」「教育」「環境」など、私たちの暮らしを支え豊かにす
る大切な財源です。この機会に納め忘れの税金や保険料などがないか、 確認をし
ましょう。

◉納税は納期内に納めましょう
　納期内に税金が納められず、滞納が発生した
場合、税務・滞納対策係は滞納者に督促状を送
付します。督促状を発した日から10日後までに税
金を納めない場合は、催告書の発送と併せて財
産調査を実施します。その後も納付がないときは、
滞納者の財産差し押さえを実施。差し押さえられ
た財産は換価され、税金の納付に充てられます。
この一連の手続きを「滞納処分」といいます。
　差し押さえは、土地や建物などの不動産のほ
か、自動車、給与・現金・生命保険・売掛金な
どの債権、絵画・骨とう品・貴金属などの動産
があります。差し押さえが実施されると、金融機
関や勤務先、取引先などに滞納が知られ、滞納
者は社会的信用を失うことにもつながってしまい
ます。また、税金を納期限までに払わなかった場
合、本税のほかに延滞金が発生し、思わぬ負担
増になります。納期内に必ず納税するようお願い
します。失業などにより税の納付が困難になった
ときは、早めに役場住民課税務・滞納対策係ま
で相談ください。

課税・納税通知書発送

納期到来

催告書発送、財産調査

差し押さえ

換価・配当

完　
　

納

◉税を考える週間「これからの社会に向かって」
毎年11月11日～17日は「税を考え
る週間」です。皆さんの生活に深
いかかわりのある税の必要性や使
い道などをわかりやすく説明することで税に
対する理解を深めてもらうために設けられて
います。私たちの暮らしを支える税について、
ぜひこの機会に考えてみてください。詳しく
は国税庁ホームページ（https://www.nta.
go.jp）をご覧ください。
問 田川税務署（☎ 44-0430）

←
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

納
い
場
担
い
た

督促状発送

５月に固定資産税、軽自動車税、６月
に町県民税（住民税）、７月に国民健康
保険税などを課税し、納税通知書を発
送します。

各税目の期別ごとに納期を定めていま
す。納期は納税通知書や納付書で確認
ください。

納期到達後20日以内に納付がない人に
督促状を発送します。

督促状発送後10日以内に納付がない人
には催告書を発送し、納付や納付相談
がないときは、差し押さえることがで
きる財産の有無を調査します。

土地などの不動産のほか、給与や預貯
金、生命保険、売掛金などのほか、債
権に絵画や骨とう品などを差し押さえ
ます。令和５年度、町は預金、給与、
生命保険を計23件、1,058,878円の差
し押さえを行いました。

差し押さえた財産は換価され、滞納し
ている税金に充てられます。
その際に、納期内に納めれ
ば発生しなかった延滞金も、
滞納期間に応じて徴収しま
す。

広報そえだ（令和６年 11月号）　６

　国から示されたマイナンバーカードと健康保険証の一体化（マイナ保
険証）の方針に基づき、現行の健康保険証は12月２日に廃止され、新規
交付が終了します。皆さんが医療機関を受診するときに受付に提示する、
添田町が発行する国民健康保険証、福岡県後期高齢者医
療広域連合が発行する後期高齢者医療保険証も廃止され
ますが、12月１日時点でお手元にある保険証や限度額認
定証などは、その保険証に記載している有効期限まで使
用することができます。

　国民健康保険・後期高齢者医療保険ともに12月２日以降は、紛失などによ
る再発行を含む保険証の発行はできません。医療機関で保険診療を受診する
ときは、マイナ保険証を提示ください。マイナ保険証を持っていない人は従
前の紙の保険証（有効期限内に限る）、資格確認書を提示することで保険診療
を受けることができます。
国民健康保険
　令和７年７月31日までに現行保険証の有効期限が終了する人に下記のとお
り交付します。
▷マイナ保険証を持っている人　「資格情報のお知らせ」を交付します。
「資格情報のお知らせ」はご自身の被保険者資格を簡易に把握できるもので、
マイナ保険証を医療機関等で利用できないときに、マイナ保険証と「資格情
報のお知らせ」を併せて提示することで保険診療を受けることができます。
▷マイナ保険証を持っていない人　「資格確認書」を交付します。
マイナ保険証をお持ちでなくても、「資格確認書」を医療機関等に提示するこ
とで、これまでどおり保険診療を受けることができます。
後期高齢者医療保険
▷令和７年７月31日まではマイナ保険証の保有状況にかかわらず「資格確認
書」を交付します。交付は令和６年12月２日以降に保険証の有効期限が終了
する人、年齢到達により後期高齢者医療制度の対象となった人、転居や負担
割合の変更などがあった人です。なお、「資格情報のお知らせ」は交付しません。

マイナ保険証をご利用の人
　マイナ保険証の利用で、医療機関が負担区分を確認で
きます。事前の申請は不要で、医療機関ごとの窓口負担
は自己負担限度額までとなります。住民税非課税世帯の
人で入院日数が90日を超えるときは、申請が必要です。
マイナ保険証を持っていない人【国民健康保険】
　資格確認書をご利用の方は申請することで「適用区分
等の情報を併記した資格確認書」を交付します。
マイナ保険証を持っていない人【後期高齢者医療保険】
12月２日以降は、認定証の新規交付はできません。

資格確認書をご利用の方で認定証を申請済の方は「適用
区分等の情報を併記した資格確認書」を有効期限が終了
する前に郵送により交付します。

限度額認定証などはこうなります

国保・後期の保険証はこうなります

　マイナンバーカードを保険証として利用すると、次の
メリットがあります。
▷マイナ保険証のみで高額療養費制度や特定疾病の適用
が受けられます（限度額認定証などが不要です）。
▷過去のお薬情報や健康診断の結果などが提供できるた

め、より適切な医療を受けられます。
▷住所や負担割合などの変更があっ
ても、保険証や資格確認書のように
差し替えの必要がありません。
※社会保険から国民健康保険など、
加入している保険が就職や転職、失
業などで変わったときなど、手続き
が必要な場合もあります。

マイナ保険証はこんなに便利！

問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

納付

納付

納付

　　　　福岡県下
一斉徴収強化月間

　　　　　　11月 　　　12月
12
月
２
日
か
ら
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
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し
ま
す

　

病
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利

問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

れ、滞納し

差
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　令和５年度決算に基づく財政の健全化や再生の必要性を判断
する健全化判断比率と水道事業会計の経営の健全化を判断する
資金不足比率は、いずれも早期健全化及び経営健全化基準の範
囲内を保っています。

町の財政状況の公表

９　広報そえだ（令和 6年 11月号）
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区　　分 歳　入 歳　出 差引額

国民健康
保険事業 11億5,895万円 10億8,696万円 7,199万円

後期高齢者
医療 1億8,426万円 １億8,350万円 76万円

住宅新築資金
等貸付事業 809万円 791万円 18万円

バス事業 2,244万円 2,199万円 45万円

水道事業 １億9,202万円 １億9,366万円 ▲164万円

合　　計 15億6,576万円 14億9,402万円 7,174万円

自主財源（14.2％）

町税
6億

7,162万円
（6.7％）

地方交付税
33億1,098万円
（32.9％）

国庫支出金
14億4,820万円
（14.4％）

県支出金
６億9,995万円
（7.0％）

町債
28億5,298万円
（28.4％）

法人事業税交付金、
地方特例交付金 など
3,443万円（0.3％）

財産収入 など
3,308万円（0.3％）

諸収入
１億7,792万円
（1.8％）

使用料・手数料
１億6,242万円
（1.6％）

地方消費税交付金
1億9,503万円（1.9％）

地方譲与税
9,088万円（0.9％）

歳入
100億

6,130万円

繰越金
１億1,222万円
（1.1％）

依存財源（85.8％）

繰入金、寄附金
２億7,159万円（2.7％）

問 役場財政課予算係（☎82-0350）

議会費
8,196万円（0.8％）

総務費
12億 8,648万円
（13.3％）

民生費
20億 8,030万円
（21.4％）

農林業費
4億 7,499万円
（4.9％）土木費

９億 3,543万円
（9.6％）

公債費
7億 4,479万円
（7.7％）

教育費
28億 7,927万円
（29.7％）

商工費
１億5,622万円（1.6％）

災害復旧費ほか
３億 7,929万円
（3.9％）

衛生費
４億 5,625万円
（4.7％）消防費

2億 3,011万円
（2.4％）

歳出
97億
509万円

　特定の事業を行うために一般会計とは別に設置され
る特別会計と水道事業の決算は次のとおりです。

一般会計歳入一般会計歳出

特別会計・企業会計

　令和５年度一般会計の決算額は、歳入100億6,130万円に対し、歳出
は97億509万円で、歳入歳出差引額は3億5,621万円となりました。令
和５年度から６年度に繰り越した事業の財源である１億8,070万円を差
し引くと、１億7,551万円の黒字決算となりました。

円

7％）

◉歳入
町税 町民税、固定資産税など
寄附金 ふるさと納税など
国庫支出金 国からの負担金や補助金
地方交付税 町の財政状況に応じて国

　　から交付されるお金
◉歳出
議会費 議会の運営を行うための経費
総務費 地域振興や選挙・統計などに
　　使う経費
民生費 福祉や子育て支援の経費
衛生費 町民の健康管理やごみ処理に
　　使う経費
商工費 商工業や観光振興に使う経費
教育費 学校教育などに使う経費健全化判断比率 添 田 町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△4.81％） 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△12.38％） 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

5.9％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

－
（△93.3％） 350.0％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率は実質的な
負債がないため「－」と記載しています。（　）内は参考に黒字の比率を△（マ
イナス）で示しています。

資金不足比率 添田町水道事業 経営健全化基準

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

－
（△120.4％） 20.00％

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内は参考に剰余
金の比率を△（マイナス）で示しています。

経常収支比率 令和５年度 令和４年度

財政の弾力性を判断する指標で
数値が小さいほど弾力性がある 96.0％ 93.9％

本文中の語句解説

ＢＲＴ開業に伴う
添田駅前整備事業移動販売事業 小中学校建設事業

▶ 3,297万7千円
令和５年８月に運行を開始し
たＢＲＴひこぼしラインの開業
にあわせ、添田駅前に駐車場や
ロータリー、多目的トイレを整
備しました。

▶ 23億4,835万1千円
　令和７年４月開校予定の添田
町立小中学校。令和５年度は既
存体育館の解体工事、新校舎の
浄化槽設置工事、校舎新築工事
を進めました。

▶ 474万1千円
　商店がない津野地区をモデル
地区として、令和５年11月にス
タートした移動販売車「まごこ
ろ」。令和６年８月からは英彦山
地区でも運行を開始しました。
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令
和
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な
事
業

令和５年度  添田町

決算を報告します



マ イナンバーカードを持っていて本籍地が添田
町の人は、マイナポータルを利用してスマー

トフォンなどから出生届を提出できます。
▶オンライン提出できる人
　次のすべての要件を満たす人
　１．届出人が生まれた子の父母のいずれか
　２．生まれた子の父母双方が日本国籍
　３．届出人がマイナンバーカードを所有
　４．医師または助産師が作成した出生証明書を取得
　　  し、 出生証明書の画像データを保存している
　５．生まれた子の出生地が日本国内
　６．届出人の本籍地が添田町
　７．届出人が本籍地や筆頭者を
　　  把握している
　８．子の名前に使用する漢字が
　　  マイナポータルで使用できる
▶オンライン提出に必要なもの
　▷マイナンバーカード　▷マイナンバーカードの
　読み取りができるスマートフォンなど　▷医師ま
　たは助産師が作成した出生証明書を撮影した画像
　データ
▶オンライン提出できる期間
　子が生まれた日を含む14日以内
▶オンライン提出後
　届出の受理後、役場から「出
生届出済証明」を郵送しますの
で、母子健康手帳に貼り付けく
ださい。
※子どもが生まれると、児童手当の申請など出生届
のほかにも大切な手続きがあります。出生届済証明
と一緒に郵送する「手続きのご案内」を確認し、申
請漏れがないように住所地で手続きしてください。
その他詳しくは町ホームページで確認
ください。
問 出生届に関すること
　　役場住民課戸籍住民係 （☎82-1233）
　国民健康保険、医療費助成に関すること
　　役場住民課保険年金係（☎82-5966）
　子どもに関する手当・助成、育児に関すること
　　役場健康子育て応援課子ども育成・支援係
　　（☎82-5964）
　　子ども家庭センター（☎31-5001）
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まちからのお知らせ＆情報

時 間を気にせず、自宅で検査
を受診できる大腸がん郵送

検診が今年も始まります。早期の
大腸がんはほとんど自覚症状がな
いため、年に１度の検診がとても
大切です。町の総合健診を受けることができなかっ
た人は、ぜひご利用ください。
▶対象者　令和６年度、添田町の大腸がん検診を受
　診していない40歳から69歳までの人
※年齢は令和７年３月31日時点
▶料金　500円
※生活保護受給者、非課税世帯の人は無料
▶実施期間 12月２日㈪～令和７年２月28日㈮
▶申込期間 11月１日㈮～令和７年１月31日㈮
▶検査の流れ
①電話、FAX、インターネットから検診委託先のく
　るめ病院に申し込みください
※生活保護受給者、非課税世帯の人は役場健康子育
て応援課健康・子ども保健係の窓口（庁舎別館）で
申し込みください。
▷電話　平日9時から17時までの間にくるめ病院

　　　　　（☎0942-43-5199）へ「添田町大腸が
　　　　　ん検診の申し込み」と伝えてください　
▷ＦＡＸ　氏名、住所、性別、生年月日、日中連
　　　　　絡のつく電話番号を記載し、くるめ病院
　　　　　にFAX（0942-43-6959）してください
▷インターネット　スマートフォンな
　　　　　どで右の二次元コードを読み
　　　　　取り、必要事項を入力して申
　　　　　し込みください
②申込後、検査キットが自宅に届きます。
　採便後、同封の返信用封筒で採便容器
　を返送ください
③検査キットに同封の振り込み用紙を使って、郵便
　局で検診料金を支払いください
④約３週間後に、自宅に結果が郵送され
　ます
※検診の結果、精密検査が必要な場
合は必ず医療機関で精密検査を受診
してください。
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
　 （☎31-5001）

マイナポータルから簡単に

出生届をオンラインで
提出できます

対象者年齢が拡大しました

大腸がん郵送検診が
始まります

新 しい小学校の放課後児童クラブ（学童保育所）
は令和８年４月に現在の添田公園駐車場敷地

内に設置を予定しています。新小学校開校後、令和
７年４月から令和８年３月までは既存の学童保育所
を利用し、運営を行います。令和７年４月からの学
童保育利用申し込みは、利用を希望する
学童保育所に直接申し込みください。

▶申込開始　令和７年１月中旬から
▶開所する学童保育所
　▷そえだ学童保育所　▷中元寺学童保育所
※落合学童保育所は、令和７年３月末で閉所します。

令和７年１月から国が定めた様式に変更する予定です

住民票の写しと印鑑登録証明書の様式が変わります

▶印鑑登録証明書の変更点
▷証明書の大きさがA5サイズからA4サイズに拡大
▷住所欄の記載内容の変更
　方書を含むすべての住所が記載されます。申し出
があっても省略することはできません。
▷性別欄の廃止

※令和７年４月から令和８年３月
までの学童保育所までの児童の移
動方法は、現在放課後児童クラブ
新設準備委員会で協議中です。決
定次第、学童保育所を通じてお知らせします。

問 そえだ学童保育所
　 （☎82-3422／月～金12時30分～18時）
　 中元寺学童保育所
　 （☎080-8500-3470／月～金15時～18時）
　 役場健康子育て応援課子ども育成・支援係
　 （☎82-5964）

令和７年度はそえだ・中元寺、２か所の学童保育所で児童をお預かりします

放課後児童クラブ（学童保育所）児童募集

国 が定めた仕様に合わせるため、令和７年１月中旬から添田町でも住民票の写しと印鑑登録証明書の様式
に表記する内容が変わります。　　　　　　　　　　　　   　問 役場住民課戸籍住民係（☎82-1233）

▶住民票の変更点
①転入前住所欄の新設
　転入前の自治体の住所が
　必ず記載されます。町内
　で転居した場合でも表示
　は変わりません
②「前住所」欄の廃止
　前住所が町内だった場合、
　「前住所」欄に町内の前住
　所が記載されていました
　が、欄の廃止により今後
　は記載されません。様式
　変更後に届け出した町内
　の異動履歴は、申し出に
　よって記載することがで
　きます
※様式変更前の異動履歴は、戸籍の附票などで確認
できます。
③「住所を定めた年月日」の記載内容の変更
　本町に転入後または出生後、一度も住所を異動し
　ていない場合は【空欄】と表記されます。

①

③

国内

　　
　　

　　
　　

　
　

され せしますま

集

す。す。

、令和
保育所
らの学
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My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

少年補導員野球大会

野球で礼儀を学び、体を鍛え、非行を防止
公益財団法人全国老人クラブ連合会表彰

地域で行う活動が評価され受賞

　町三老人クラブを母体として活動する町三
ふれあい会が公益財団法人全国老人クラブ連
合会から「2024活動賞」の表彰を受けました。
この賞は地域の高齢者の健康づくり活動や奉
仕活動などのボランティア活動で先進的な取
り組みを行う団体が表彰されます。町三ふれ
あい会会員が寄りあい、野菜栽培を行ってい
るふれあい農園では、保育園児のいも掘り体
験や福岡県立大学からの視察受入も行ってい
ます。ふれあい会会長の木森龍夫さんは「地域
の活動が認められ、全国表彰を受けることが
でき光栄です。今後もいろいろな活動に積極
的に参加します」と笑顔で話してくれました。

↑６年生がいないフリーズ。５年生がチームを引っ張ります

↑受賞報告に訪れた（左から）宮田老人クラブ会長、進藤町三行政区長、木森町三ふれあい会会長、寺西町長

10月10日、田
川警察署少年補
導員添田支部・
大任支部が合同
で主催する少年
野球大会が開か
れました。大任
町の無限と対戦
した添田フリー
ズ。開式に先立
ち添田警部交番、若山所長が「野球を通じて強い体と強
い気持ちを養ってください」と挨拶。ナイターで行われ
た試合は接戦の末、１対２で大任無限が勝利しました。

地域子育て支援センターコンサート

未就学児が集まった楽しいコンサート

↑歌に合わせて楽しく踊る園児たち

10月16日、地
域子育て支援セ
ンターがオーク
ホールで未就学
児を対象とした
コンサートを開
催しました。こ
の日は熊本を中
心に活動し、子
どもに大人気の
「いちごくらぶ」が来町。保育園児も参加したコンサート
は、あいさつ対決から開始。「げんこつ山のたぬきさん」
や「ひげじいさん」などをみんなで楽しく歌いました。

第56回地区公民館対抗球技大会

地域が集い、顔を合わせ笑う１日

↑改修されたばかりのグラウンドゴルフ場での競技

　そえだサン・
スポーツランド
などで10月６日、
地区公民館対抗
球技大会が行わ
れました。総勢
303人が参加し
た大会は晴天に
も恵まれ、地域
一丸となって全
力で楽しんでいました。各競技の成績は▷ソフトボール
の部優勝＝豊川、▷グラウンドゴルフの部優勝＝庄東、
▷カローリングの部優勝＝下中元寺の皆さんでした。

道の駅歓遊舎ひこさん芋ほり体験

土の中の美味しい宝物を楽しく探す

↑力いっぱい芋づるを引く幼児。たくさん採れたかな？

10月12日、道
の駅歓遊舎ひこ
さん裏の農園で
芋ほり体験が行
われました。午
前、午後と２回
に分かれて行わ
れた芋ほりには
13世帯、49人が
参加。農園に所
狭しと植え付けられた紅はるかと紫いもをどんどん掘り
起こす参加者たち。数十分で用意された籠がいっぱいに。
幼児から大人まで土にまみれながら楽しんでいました。

赤い羽根共同募金

児童、生徒や一人暮らしの高齢者を支援

↑田中事務局長㊧から文房具を受け取る荒川生徒会長

　町社会福祉協
議会内の共同募
金会添田町支会
が、赤い羽根共
同募金の児童青
少年福祉活動の
一環で町内の学
校に文房具セッ
トを寄贈しまし
た。10月４日に
添田中学校で行われた贈呈式では、生徒会長の荒川彩和
花さんに「支え合い・助け合いの心を育み、勉強を頑張っ
てください」と田中事務局長から文房具が渡されました。

トップアスリートによるパルクール指導教室

パルクールで自由に駆ける体づくり

↑安部さんに教わったことを数回の練習で習得する児童たち

　走る、跳ぶ、
登るなど移動す
ることで心身を
鍛えるパルクー
ルの指導教室が
落合小学校で開
かれました。11
月に北九州市で
開催されるパル
クールの世界大
会に出場する安部賢司さんらを講師に、児童は入念な準
備体操の後、マットや跳び箱などを使って、パルクール
の基本動作など楽しく体を動かす方法を習いました。

福岡県更生保護女性連盟

みんなでつくり、支えあう社会に

↑研修で踊りを披露する添田町更生保護女性会の皆さん

10月９日、第
24回福岡県更生
保護女性連盟筑
豊ブロック研修
会がオークホー
ルで開かれまし
た。研修会では
だれもが心豊か
に生きられる明
るい社会づくり
をめざし、宮田更生保護女性会が地域の美化活動などを
報告。福岡保護観察所の中島所長は「子育て支援など地
域の課題をたのしく解決しましょう」と講評しました。

北海道美深町親善訪問

北海道美深町への訪問、５年ぶりに

↑草野美深町長をはじめ皆さんから温かい歓迎を受けました

読書好きになるきっかけづくりを考える研修会

ひとり読みにつなげる絵本の選び方

↑実際に読み聞かせをしている組み合わせを教わりました

わくわく☆イベントデー

英彦山の苔を使って小さな森づくり

↑配置や彩りなど細部までこだわって作りました

10月26日、町
立児童館で英彦
山スロープカー
職員の藤﨑さん
と丸山さんを講
師に「苔テラリ
ウムをつくろう」
が開かれました。
苔と多肉植物や
石、飾りを選び、
ピンセットを使い集中して丁寧にグラスの中に飾り付け
ていく子どもたち。個性あふれるオリジナル苔テラリウ
ムが完成し、大事そうに持ち帰っていました。

10月１日から
３日までの３日
間、寺西町長や
畠田議会議長な
ど10人の訪問団
が姉妹町の北海
道美深町を訪れ
ました。５年ぶ
りの訪問となっ
た今回は、交流
のきっかけとなった旧美幸線を活用したトロッコ王国や
チョウザメ飼育研究施設などの視察や昨年添田町に訪れ
た美深町の皆さんと意見交換会を行い交流を深めました。

10月23日、町
立図書館で絵本
専門士の尾場瀬
淳美さんを講師
に、小学校中高
学年に読み聞か
せをするときの
絵本の選び方や
組み合わせ方な
どを学ぶワーク
ショップが開かれました。「自分が楽しくないと子どもた
ちに絵本の楽しさが伝わらない。楽しく選書することが
大切です」と話していました。



11 月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

れ

数山 凛
りんたろう

太朗 ちゃん 
11月４日生 ❸ ・伊原

藤本 光
ひかり

織 ちゃん 
11月15日生 ❸・峰地団地

我が家のお宝娘３号のヒーちゃ
ん♡３歳のお誕生日おめでとう。
沢山、笑って食べて元気に成長
してね♡

おしゃべりが上手な凛ちゃん３
歳のお誕生日おめでとう♡これ
からも元気いっぱいすくすく大
きくなってねっ★可愛い可愛い
凛ちゃん大好き♡
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★おんぶに抱っこマルシェin児童館・図書館　▷20日
　／ゲーム・衣類交換・ワークショップ・親子健康
　教室・物販コーナーなど内容盛りだくさんです。
★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷12日／新聞紙遊び（給食）　▷19日／ヨガ講座（in
　児童館）　▷26日／ペッタンアート（給食）
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷８日／なかよしコンサート　▷15日／
　のりもの遊び　▷22日／ボール遊び　
　▷29日／大型ブロック遊び
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷13日　▷28日
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」　▷14日
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

／

▷
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送信先

koho@town.soeda.fukuoka.jp
　問 役場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000)

未就学児のお子さんの

写真を募集します

地域子育て支援センター

　　　11月の予定

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。
12月生まれの締め切りは、

11月15日㈮です。
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男女共同参画社会について

　起業に興味がある女性を対象に、セミ
ナーを開催します。インスタグラムでの
情報発信や、AIを活用した事業計画づく
りを学んでみませんか。
▶とき 12月１日㈰ 14時～16時
▶ところ　オークホール研修室
▶定員　先着15人
▶申込先　役場総務課
※男性の受講も可能です。

プチ起業セミナー
女性の
ための

託児あり
※要申込

一緒に考えてみませんか

配 偶者やパートナーからの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為など
は重大な人権侵害であり男女共同参画社会を形成していくために克服

すべき課題です。国連では11月25日を「女性に対する暴力撤廃国際デー」と
定めており、国では11月25日までの２週間「女性に対する暴力をなくす運動」
を行っています。互いに人権を尊重し「女性」や「男性」というイメージに
当てはめてしまうことなく、一人ひとりが持っている個性や能力を十分に発
揮できる豊かな社会を実現しましょう。

問 役場総務課男女共同参画推進係（☎82-1231）

◉女性に対する暴力をなくす運動
11月12日から25日までの間、女性に対する暴力の問題に関す

る取り組みを一層強化します。ＤＶや性暴力で悩んでいる人は、
年齢・性別を問わず相談ください。
　▶性犯罪・性暴力　♯８８９１
　▶配偶者などからの暴力　♯８００８

◉女性の人権ホットライン強化週間
　福岡県法務局と福岡人権擁護委員連合会では、11月13日㈬か
ら19日㈫までの１週間を全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間として、女性に関する人権問題についての相談を電話
で無料で受け付けます。
▶相談時間 11月13日㈬～15日㈮、18日㈪～19日㈫＝８時30
分～19時、16日㈯～17日㈰＝10時～17時
▶相談内容　夫・パートナーからの暴力、職場でのセクハラ、
　ストーカーなど
▶女性の人権ホットライン（全国共通） ☎0570-070-810

月27日に行われた第50回衆議院議員総選挙の
添田町の投票率は前回令和３年の衆議院議員

総選挙を0.02ポイント上回る59.22％でした。添田
町開票区での開票結果は次のとおりです。

第50回衆議院議員総選挙開票結果

小選挙区投票率59.22％
前回より0.02㌽上回る

10

届出順位 届出政党 候補者氏名 得票数

１ 社会民主党 しき　玲子 436
２ 自由民主党 たけだ　良太 2,061
３ 日本維新の会 村上　とものぶ 1,736

【小選挙区開票結果】
▶当日有権者数  7,405人（在外有権者含む）
▶投票者数 4,384人　▶投票率 59.22％
▶有効投票数 4,233票　▶無効投票数 151票

【比例代表開票結果】
▶当日有権者数  7,405人（在外有権者含む）
▶投票者数 4,384人　▶投票率 59.22％
▶有効投票数 4,220票　▶無効投票数 164票
届出順位 届出政党 得票数
１ 日本共産党        215
２ れいわ新選組        314
３ 立憲民主党        540.648
４ 国民民主党        189.351
５ 日本維新の会        448
６ 社会民主党        215
７ 自由民主党     1,237
８ 公明党        980
９ 参政党         81

男女共同参画

　　　　推進セ
ミナー



し
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
、
薬
物
な
ど
の
依
存
症
の
当
事
者

や
家
族
の
話
の
中
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
生
き
づ
ら
さ
を
軽
減
す
る
ヒ

ン
ト
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

12
月
８
日
㈰
10
時
〜
16
時

30
分
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
演
、
当
事
者
・
家
族
の

　

体
験
発
表
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
活

　

動
紹
介

▼
対
象
者　

依
存
症
に
関
わ
る
当
事

　

者
お
よ
び
そ
の
家
族
、
医
療
従
事

　

者
、
行
政
職
員
、
そ
の
他
興
味
の

　

あ
る
人

▼
参
加
費

500
円
／
申
込
不
要

※
相
談
会
当
日
以
外
も
、
☎
092
―
724

―
９
５
０
５
に
て
、
平
日
18
時
か
ら

20
時
ま
で
相
談
可
能
で
す
。

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン（
依
存
症
）と
は
、

害
が
あ
る
の
は
わ
か
っ
て
い
る
の
に

や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
と
い

う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
障
が
い
の
こ
と
で
、

性
格
や
意
志
の
問
題
で
は
な
く
、
回

復
す
る
病
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
助
グ
ル
ー
プ
活
動
の
周
知

な
ど
を
目
的
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

（
☎
44
―
８
６
３
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
物
価
高
な
ど
に
よ
り
、
日
々

深
刻
さ
を
増
す
昨
今
の
経
済
状
況
を

踏
ま
え
、
多
重
債
務
（
借
金
）
に
関

す
る
問
題
に
司
法
書
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

12
月
１
日
㈰

10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

電
話

　
（
☎
092
―
722
―
４
１

　

３
１
）

【
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
12
月
８
日
㈰
〜
12
日

　

㈭
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日
／
筆
記

　

試
験
・
適
性
検
査　

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切

11
月
28
日
㈭

※
試
験
会
場
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
随
時
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
都
合
に
合
わ
せ
て

個
別
説
明
、
出
張
説

明
も
可
能
で
す
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

田
川
地
域
の
新
し
い
ご
み
処
理
施

設
の
運
営
に
際
し
、「
田
川
地
域
ご
み

分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
田
川
地
区

広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
と
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
協
働
で
制
作
し

ま
す
。
こ
の
冊
子
の
制
作
経
費
は
広

告
掲
載
料
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
制
作
に
あ
た
り
、

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
広
告
の
申
し
込
み
先　

株
式
会
社

　

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
北
九
州
支
店
／
☎

093
―
288
―
５
６
３
０

問
田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組

合
設
立
準
備
室

　
（
☎
63
―
４
１
４
２
）

　

福
岡
県
出
会
い
・
結
婚
応
援
事
務

局
で
は
、
出
会
い
の
機
会
を
提
供
し

結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
出

会
い
・
結
婚
応
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
と
き

12
月
14
日
㈯
15
時
〜
17
時

30
分
（
受
付
14
時
40
分
か
ら
）

▼
と
こ
ろ

C
a
f
e
&
D
e
l
i

　

ヒ
シ
ミ
ツ

▼
参
加
資
格　

25
歳
〜
40
歳
の
独
身

　

者
▼
募
集
人
数　

男
女
各
10
人

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
ケ
ー
キ

　

セ
ッ
ト
、
２
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
申
込
締
切

12
月
４
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
出
会
い
・
結
婚
応
援
事
務

局
（
☎
092
―
733
―
８
２
０
２
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

令
和
7
年
１
月
7
日

　

㈫
〜
６
月
30
日
㈪

▼
訓
練
科
名　

機
械
C
A
D
オ
ペ
レ

　

ー
シ
ョ
ン
科
／
定
員
12
人
、
ビ
ル

　

管
理
技
術
科
／
定
員
15
人
、
住
宅

　

リ
フ
ォ
ー
ム
C
A
D
技
術
科
／
定

　

員
15
人
、
建
設
機
械
科
／
定
員
15

　

人
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
／
定
員

15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

　

職
を
申
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限

12
月
５
日
㈭

▼
入
所
選
考

12
月
11
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

健
康
に
関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
町
の
保
健
師
と
管
理
栄
養

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
15
日
㈮
10
時
〜
12
時

　

／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田

　

人
材
開
発
セ
ン

　

タ
ー

▼
相
談
内
容　

健
診
結
果
や
気
に
な

　

る
症
状
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
関

　

す
る
こ
と
な
ど

問
役
場
健
康
子
育
て
応
援
課
健
康
・

子
ど
も
保
健
係（
☎
31
―
５
０
０
１
）

　

相
続
や
借
金
、
悪
徳
商
法
、
成
年

後
見
な
ど
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に

司
法
書
士
が
W
E
B
シ
ス
テ
ム
を
介

し
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
16
日
㈯
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
定
員　

先
着
６
組
／
予
約
優
先

▼
予
約
受
付
期
間

11
月
１
日
㈮
か

　

ら
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
予
約
受
付
時
間

10
時
〜
16
時（
土

　

日
祝
日
を
除
く
）

▼
予
約
電
話
番
号

44
―
２
５
３
０

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部
事

務
局
（
☎
45
―
３
９
９
６
）
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くらしに役立つ情報満載Information

　

賃
金
の
ト
ラ
ブ
ル
、
解
雇
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
働
く
上
で
の
問
題
や
悩
み

を
抱
え
た
労
働
者
や
労
働
問
題
を
抱

え
た
使
用
者
か
ら
の
疑
問
に
答
え
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
24
日
㈰
10
時
〜
18
時

　
（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所
面

　

談
／
予
約
優
先

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

相
談
員
が
本
人

と
そ
の
家
族
の
困

り
ご
と
の
解
決
に

向
け
、
必
要
な
支

援
・
手
続
き
に
繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
生
活
全
般
、
子
育

て
や
家
族
の
悩
み
が
あ
る
人
は
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
21
日
㈭
、
12
月
19
日

　

㈭　

い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

相
談
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試
験
・
募
集

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

無
料
巡
回
相
談
会

公
共
職
業
訓
練
生（
１
月
生
）を

募
集
し
ま
す

問
筑
豊
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
実
行
委
員
会
山
方
さ
ん

　
（
☎
090
―
１
９
７
９
―
６
２
７
３
）

　

福
岡
県
で
取
り
組
ん
で
い
る
高
次

脳
機
能
障
が
い
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
、
家
族
支
援
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
家
族
同
士
が
障
が
い

や
当
事
者
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
話
し
合
い
や
交
流
を
通

し
心
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
に
家
族
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
家
族
支
援
相
談
会

▼
と
き

12
月
６
日
㈮
13
時
30
分
〜

15
時
30
分

自
衛
官
等
採
用
試
験

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
曜
労
働
相
談
会

家
庭
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
広
告
掲
載
し
ま
せ
ん
か

返
済
に
お
困
り
の
人
た
め
の

電
話
相
談
会

「
ス
イ
ー
ツ
de
婚
活
」

参
加
者
募
集

教育のひろば

問 教育委員会学校教育課学校教育係（☎ 82-5963）

●令和７年４月開校に向け準備が進んでいます

開校準備協議会を開催しました

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
田
川
総
合
庁
舎

▼
対
象　

高
次
脳
機
能
障
が
い
の
当

　

事
者
、
家
族
、
支
援
に
携
わ
る
人

▼
相
談
料　

無
料
／
秘
密
厳
守

◉
家
族
交
流
会

▼
と
き

12
月
20
日
㈮
13
時
30
分
〜

15
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
田
川
総
合
庁
舎

▼
対
象　

高
次
脳

　

機
能
障
が
い
の

　

家
族
、
支
援
に

　

携
わ
る
人
／
先

　

着
10
人
程
度

※
家
族
支
援
相
談
会
、
家
族
交
流
会

と
も
に
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
産
業
医
科
大
学
病
院

（
☎
093
―
603
―
１
６
１
１
）

あ
な
た
と
歩
む
、
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

第
締
切

第
11
回
筑
豊

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
次
脳
機
能
障
が
い

家
族
支
援
相
談
会
、
交
流
会

㈰１

　９月20日、役場３階委員会室で10回目となる
添田町立小中学校開校準備協議会を開催しまし
た。今回は、新校舎建設工事の進捗状況の確認や、
大野靖之さんに制作依頼した校歌のデモ音源の
試聴、山下良平さんに制作依頼した校章案の絞
り込み、バス通学の路線や乗降
所について協議しました。詳し
い会議結果は、町ホームページ
をご覧ください。

保護者・住民説明会を開催しました

　10月４日、オークホールで新小中学校の開校
に向けた保護者および住民説明会を開催しまし
た。最初に新校舎建設に携わっている東洋建設
株式会社と株式会社教育施設研究所から工事の
進捗状況や３D画像を使って新校舎の概要を説
明。その後、教育委員会から統合後の添田小学
校の校歌や校章、新校舎での学校生活や登下校、
通学バスのエリアやルートについて説明しまし
た。また役場健康子育て応援課から、小学校統
合に伴い令和８年４月から新しくなる放課後児
童クラブ（学童保育所）について説明。説明会
には保護者や地域住民、教育関係者など約70人
の参加があり、学校までの送迎に対する懸念やス
クールソーシャルワーカーやスクールカウンセ
ラーの配置予定などに関して意見や質問があり
ました。説明会の概要や使用し
たスライド資料は、町ホームペ
ージに掲載していますのでご覧
ください。



D
体
験
、
子
ど
も
白
衣
体
験
な
ど

▽
お
食
事
ブ
ー
ス　

＝
キ
ッ
チ
ン

　

カ
ー
、
出
店　

▽
緊
急
車
両
展
示

　

ブ
ー
ス
＝
消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
、

　

白
バ
イ
、
自
衛
隊
車
両
、
D
M
A

T
カ
ー
な
ど

※
詳
し
く
は
田
川
市
立

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
田
川
市
立
病
院

（
☎
44
―
２
１
０
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し

▽
故
貴
田
美
代
子（
上

　

津
野
）
▽
故
宮
副
了
（
峰
地
団
地
）

　

▽
故
田
中
節
江
（
町
二
）

  

（
令
和
６
年
10
月
15
日
現
在
）

問
添
田
町
農
業
委
員
会

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

▼
と
き

11
月
24
日
㈰
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
立
病
院

▼
内
容

▽
健
康
講
座
＝
①
「
認
知

　

症
は
怖
い
？
怖
く
な
い
？
」　

②

　
「
あ
な
た
の
血
糖
大
丈
夫
⁉
」、「
生

　

活
習
慣
病
と
糖
尿
病
の
お
薬
」　

　

▽
田
川
合
唱
団
、
職
員
に
よ
る
演

　

奏
会

▽
体
験
・
検
査
ブ
ー
ス
＝

　

病
院
見
学
ツ
ア
ー
、
薬
剤
師
体
験
、

　

内
視
鏡
操
作
体
験
、
血
管
年
齢
・

　

体
組
成
測
定
、
救
急
蘇
生
・
A
E

で
約
590
人
指
名
手
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
警
察
で
は
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
犯
人

の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
捜
査
活
動
に
は
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す
。
指
名
手
配
の
犯

人
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た
な
ど

と
い
っ
た
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と

で
も
警
察
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

▼
10
月
10
日
㈭
開
催
総
会

　

審
議
結
果　

審
議
な
し

※
12
月
開
催
の
総
会
に
か

か
る
農
地
申
請
の
締
め
切

り
は
、
11
月
25
日
㈪
で
す
。

　

日
田
彦
山
線
B
R
T
ひ
こ
ぼ
し
ラ

イ
ン
沿
線
の
東
峰
村
で
キ
ッ
ズ
バ
イ

ク
レ
ー
ス
と
楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル

ー
ル
を
学
ぶ
デ
ン
マ
ー
ク
式
自
転
車

教
室
を
行
い
ま
す
。
添
田
町
と
東
峰

村
の
特
産
品
も
販
売
し
ま
す
。

▼
と
き

12
月
８
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

東
峰
村
宝

　

珠
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
受
付
時
間
な
ど
詳
し
く
は
福
岡
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
092
―
643̶
３
１
８
０
）

10
月
か
ら
、
福
岡
県

の
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
金
額

１
時
間
992
円

▼
効
力
発
生
日　

令
和
６
年
10
月
５
日

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
092
―
411
―
４
５
７
８
）

11
月
14
日
は「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

で
す
。
糖
尿
病
の
脅
威
と
予
防
や
治

療
、
療
養
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る

た
め
各
地
で
建
設
物
の
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

▼
と
き

11
月
14
日
㈭
17
時
30
分
〜

21
時

▼
と
こ
ろ　

石
炭
記
念
公
園
内

問
田
川
市
立
病
院
栄
養
管
理
科

　
（
☎
44
―
２
１
０
０
）

　
「
私
ら
し
く
暮
ら
し
一
日
一
日
を
大

切
に
生
き
て
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

11
月
17
日
㈰
14
時
〜
16
時

　
（
13
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

　

タ
ー
採
do
所
（
旧
採
銅
所
小
学
校
）

▼
定
員

30
人
／
参
加
無
料

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
ゆ
う
げ

ん
（
☎
45
―
７
５
０
７
）

　

個
人
事
業
税
は
、
災
害
時
の
応
急

活
動
に
備
え
た
輸
送
道
路
の
整
備
や

流
域
治
水
の
推
進
に
よ
る
防
災
・
減

災
な
ど
の
施
策
の
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所
事
業
税

係（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

　

令
和
６
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
窃
盗
や
詐
欺
な
ど
の
事
件
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相談

そえだジョイ休館
●清掃・施設点検などのため
▶ 11月11日㈪・12日㈫
問 そえだジョイ （☎ 82-5600）

　中島家住宅では毎月様々なイベントを行っ

ています。気軽にご来館ください。

【日本画壇創玄会　井上紫城回顧遺作展】
◉とき 11月10日㈰～24日㈰10時～16時
※月曜日と火曜日は休館です。

【舞姫　昭和を舞う】
◉とき 12月１日㈰13時～

【新春俳句の宴】
◉とき　令和７年１月19日㈰14時～16時
◉参加費　1,000円
◉俳句を募集します
▶提出方法
　冬・新年の雑詠（１人３句まで）、氏名また
　は俳号、住所、電話番号、当日の参加・不
　参加を記入しメールまたは郵送
▶提出先
　▷メール　t-1945@abelia.ocn.ne.jp
　▷郵送　〒824-0601添田町大字庄1195-2
（株）添田電設内　「中島家新春俳句の宴」宛
▶募集締切 12月15日㈰
※当日句（１人２句まで）の受け
付けもあります。
問 添田町活性化推進協議会廣田さん
　 （☎090-1875-3111）

ぜひお越しください

献血にご協力を
今日の私が
誰かの未来。

10時～12時30分
13時30分～16時
10時～12時30分
13時30分～16時　　　♥とき 12月５日㈭

　　　♥ところ 添田町役場
　　　♥対象者 体重が50キロ以上の人で、
　　　　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　※65歳以上の人は、60～64歳に献血
　　　　経験がある人。
　　　問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

♥

フォレストアドベンチャー・添田からお知らせ

自衛隊アドベンチャー
森でかくれんぼ！

会

12
月
２
日
は
個
人
事
業
税

第
２
期
分
の
納
付
期
限
で
す

中島家住宅イベント情報

納期限のお知らせ
●12月２日㈪が納期限です
　▷固定資産税（４期）
　▷国民健康保険税（５期）
　▷後期高齢者医療保険料（５期）
　口座振替は 11月25日㈪です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

警察署からのお知らせ
●児童虐待を防止しましょう
　昨年中に警察が児童相談所へ通告した児童数は
過去最多です。虐待かもと思ったらためらわず児
童相談所または警察への連絡をお願いします。連
絡した人の個人情報や電話の内容に関する秘密は
法律で守られます。
　≪児童相談所全国共通ダイヤル「１

いちはやく

８９」≫

問 田川警察署（☎42-0110）

９月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（ー３） 99
　人身事故 ０（ー２） ８
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（ー４） 10

●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
11月19日㈫、12月３日㈫

●税理士による無料相談（役場会議室／予約優先）
11月27日㈬（13時30分～）

問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
●補聴器相談（役場ロビー）
11月13日㈬（13時～）、12月13日㈮（15時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
11月12日㈫、12月10日㈫

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
11月12日㈫（10時～）、11月28日㈭（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口 8,360 人（ー16人）
●男　性 3,959 人（ー６人）
●女　性 4,401 人（ー10人）
●世帯数 4,389世帯（ー10世帯）

●出生　４ 人
●死亡 18 人
●転入 13 人
●転出 15 人

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

　町と包括連携協定を結んでい
る町内の各郵便局で、11月11日
から試行的に窓口の昼時間帯の
休止を実施します。ご不明な点
は最寄りの郵便局にお尋ねくだ
さい。

対象郵便局 窓口休止時間帯
（ATMを除く）

添田郵便局 11:45～12:45

庄郵便局
津野郵便局
彦山郵便局

12:30～13:30

町内郵便局をご利用の皆さんへ

昼時間帯に
窓口業務を休止します

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

福
岡
県
最
低
賃
金
額
改
定

ち
び
っ
こ
の
り
だ
ー

１
D
A
Y
東
峰
村

世
界
糖
尿
病
デ
ー

２
０
２
４
in
た
が
わ

２
０
２
４
年
度

ケ
ア
カ
フ
ェ
む
ゆ
う
げ
ん

パ
ノ
ラ
マ
田
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

第
１
回

田
川
市
立
病
院
病
院
ま
つ
り

力を

農
業
委
員
会
報
告

諌
山
教
育
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

諌
山
哲
朗
さ
ん
（
下
津
野
）
が
９
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
令
和
６
年
第
３
回
添
田
町
議
会
定
例
会

で
教
育
委
員
選
任
の
同
意
を
受
け
、
寺
西
町
長
か

ら
任
命
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

10
年
10
月
20
日
ま
で
で
す
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
☎
82
―
５
９
６
３
）

す。

　フォレストアドベンチャー・添田に陸上自
衛隊がやってきて、車両の展示や自衛隊員と
かくれんぼをします。森に隠れた自衛隊員を
一緒に探し出しましょう。

◉とき 11月16日㈯ 10時～15時
◉かくれんぼタイムスケジュール
　１回目：11時～11時30分
　２回目：12時～12時30分　
　３回目：13時～13時30分
　４回目：14時～14時30分
※定員は30人です。事前に電話で
　申し込みください。
問 フォレストアドベンチャー・添田
　 （☎ 080-3975-4010）



よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
っ
た
こ
の
頃

で
す
。
▼
先
月
は
、
５
年
ぶ
り
に
姉

妹
町
で
あ
る
北
海
道
美
深
町
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
畠
田
議
長
や
商
工

会
、
農
業
関
係
者
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
等
10
名
で
の
訪
問

で
し
た
。
美
深
町
の
草
野
町
長
、
南
議
会
議
長
を
は
じ
め
多

く
の
皆
さ
ん
の
出
迎
え
で
充
実
し
た
交
流
が
出
来
ま
し
た
。
▼

夏
に
は
美
深
町
の
小
学
生
が
添
田
町
に
訪
問
、
懐
か
し
い
お

友
達
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、暑
い
添
田
町
の
夏
を
過
ご
し
、

旧
交
を
温
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
っ
か
り
、
こ
の
交
流
も
根
付

い
て
い
る
こ
と
を
杉
本
美
深
町
教
育
長
か
ら
も
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
▼
札
幌
か
ら
旭
川
へ
J
R
で
約
1
時
間
30
分
、

旭
川
で
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
描
か
れ
た
美
深
町
の
バ
ス
が
お
出
迎

え
、
約
１
時
間
30
分
で
美
深
町
役
場
に
到
着
で
す
。
人
口
は

約
３
８
０
０
人
、
680
㎢
で
天
塩
川
を
渡
り
、
栗
カ
ボ
チ
ャ
の

畑
、
じ
ゃ
が
い
も
畑
を
抜
け
中
心
部
へ
と
入
り
ま
し
た
。
カ
ボ

チ
ャ
・
じ
ゃ
が
い
も
は
、
添
田
町
の
ふ
る
里
ま
つ
り
に
出
し
て

喜
ん
で
貰
う
た
め
に
丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
▼
町
内
視
察
で
は
、
交
流
の
原
点
と
な
っ
た
美
幸
線
の
廃

線
跡
を
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
車
。
風
は
冷
た
く
、
秋
は
飛

ば
し
、
冬
の
訪
れ
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い

白
樺
の
林
の
中
、
自
然
を
満
喫
す
る
景
色
は
寒
さ
も
忘
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
景
色
を
見
る
中
で
は
廃
線
は
残
念
だ
な
と

思
い
な
が
ら
も
、
生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
日
常
の
乗
り
降
り

が
無
け
れ
ば
存
続
は
厳
し
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
仁に

う

ぷ
宇
布

か
ら
美び

ふ
か深

、
往
復
40
分
・
約
５
キ
ロ
の
距
離
で
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
の
乗
車
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。▼
添
田
町
も
、

J
R
日
田
彦
山
線
の
鉄
道
跡
地
が
あ
り
ま
す
。
今
は
J
R
の

管
理
で
す
が
、
町
と
し
て
も
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
出
来
な
い
か

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
▼
次
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
飼
育
施

設
を
見
学
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
卵
か
ら
稚
魚
そ
し
て
成
魚
そ

し
て
キ
ャ
ビ
ア
へ
と
、
美
深
町
は
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
北
海
道
大
学
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
長
年
特
産
品
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
事
で
し
た
。
職
員
の
一
人
が
詳
し

く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
職
員
異
動
し
て
８
年
こ
の
事

業
に
携
わ
っ
て
い
る
と
言
う
事
で
、水
産
の
専
門
職
で
は
な
く
、

こ
こ
に
来
る
前
は
「
税
務
に
い
ま
し
た
」
と
言
う
事
で
、
役
場

職
員
の
業
務
の
幅
の
広
さ
、
い
ろ
ん
な
事
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
と
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
昼
食
は
、
牛
肉
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
南
」（
議
長
の
ご
子
息
経

営
、
ち
な
み
に
そ
の
隣
は
荒
川
副
議
長
の
ご
子
息
経
営
の
ラ
ー

メ
ン
店
だ
そ
う
で
す
）、私
は
牛
肉
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
入
っ
た
カ
レ
ー

を
頂
き
ま
し
た
。
▼
最
近
、
美
深
町
で
は
飲
食
店
ラ
ッ
シ
ュ
で

美
容
院
跡
が
居
酒
屋
に
と
か
、
他
町
か
ら
見
え
、
こ
こ
数
年

で
15
件
近
く
が
開
業
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
建
物
所
有
者
な

ど
地
域
の
皆
さ
ん
が
応
援
し
て
の
事
だ
そ
う
で
す
。
▼
添
田
町

も
支
援
方
策
等
考
え
て
行
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
集
ま
れ
る

場
所
が
出
来
れ
ば
、「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
に
な
り
ま
す
。「
み

ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
▼
夕
方
は
歓
迎
意
見
交
換
会

と
な
り
、
蜂
蜜
と
添
田
町
の
柚
子
（
添
田
町
農
業
青
年
会
会

長
の
白
石
さ
ん
が
集
め
送
り
ま
し
た
）
で
つ
く
っ
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
飲
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
商
工
会
青
年
部
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、
美
深
町
と
添
田
町
の
こ
れ
か
ら
の
協
力

等
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
美
深
町
の
特

産
品
の
ひ
と
つ
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
太
陽
の
水
」
を
つ
く
っ

て
い
る
、
園
部
美
深
福
祉
会
理
事
長
か
ら
は
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
の
製
造
の
話
し
や
夕
食
懇
談
会
の
場
所
「
鮨
和
道
み
う
ら
」

も
建
物
を
改
造
し
、
や
る
気
が
あ
る
の
な
ら
と
提
供
し
た
経

緯
な
ど
お
聞
き
し
ま
し
た
。▼
非
常
に
有
意
義
な
訪
問
で
し
た
。

美
深
町
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

姉
妹
町
美
深
町
を
意
識
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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よで妹い

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

フォトレポート：木のおもちゃキャラバン

英彦山スロープカー駅舎に
木のおもちゃが出現！

　10月12日から14日までの３日間、英彦山スロープカー
花駅で木のおもちゃキャラバンが開催されました。
　会場には福岡県産材の端材を使った積み木などのおも
ちゃが用意され、期間中は多くの人でにぎわいました。
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